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中学生に骨梁面積率測定を継続的に実施することによる効果
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は若年期に可能な限り高い最大骨量 (peak bone 
mass;PBM) を獲得すること、閉経後に必発する骨
量減少を可能な限り抑制することが重要視され、




ら ,2007; 大畑ら ,2006; 古泉ら ,2010a; 坂田ら ,2004;
堀尾ら ,2007; 三毛ら ,2005)、成長期の骨量獲得時期
に PBMをより高くしなければならないと述べている
( 猪野ら ,1999; 長升ら ,2008; 村山ら ,2005;)。先行研
究においては小学生 ( 猪野ら ,1999; 古泉ら ,2010) 中
学生 ( 伊藤ら ,2007; 古泉ら ,2010b; 長升ら ,2008; 宮
田ら ;2003, 村山ら ;2005) 高校生 ( 篠矢ら ,2004) 大学
生 ( 梅村ら ,2010; 大畑ら ,2006; 三毛ら ,2005) を対象
とした骨梁面積率測定に関する報告があり、その有
効性が示されている。しかし、高校生に経年的に測
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梁面積率測定会結果記録用紙内の自由記述 ( 感想欄 ) に記述のあった 652 名 ( 回収率 94.9% ) を分析対象と
した。それらをテキストマイニングソフト「Text Mining Studio 5.0」に入力し分析した。その結果、初めて
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3) 健康学習会　　　　　　　　　　　　　( 表 1)














能 )」、「自動連結 ( 付属語を適切な自立語に連結す





した 1 年生と継続的に測定会を実施してきた 2、3
年生とにおいて学年ごとの特徴を分析した。
を踏まえて、骨や体の発育発達について考える効











福岡県内の市立Ａ中学校に平成 25 年 7 月に在籍
する1 年生 (230 名 )、2 年生 (229 名 )、3 年生 (228 名 )
の合計 687 名 ( 男子 373 名 , 女子 314 名 ) を対象と





測定会での測定は、2 年生は 2 回目、3 年生は 3 回
目であった。
2. 調査方法
1) 骨梁面積率測定会 ( 以下、測定会と表記 )
平成 25 年 7 月に全学年に実施した。測定には、
石川製作所の超音波骨梁測定装置ビーナスⅢを用
いた。本器は、骨内を透過する超音波の伝導速度
により骨梁の割合 ( 骨梁面積率 ) を計測するもので
ある。骨梁とは、骨の内側の海綿状 ( 網目状 ) の組
織であり、加齢や代謝異常などによりその梁が少な
くなることで骨折が起こりやすくなると言われてい




定値結果記録用紙 ( 記名自記式調査用紙 ) を用意
した。2 年生へは前年度 1 回分の測定結果を、3 年
























1 年生 4 個、2 年生 24 個、3 年生 29 個「気をつける」
1 年生 9 個、2 年生 12 個、3 年生 28 個と学年が上
がるにつれ単語数が増える特徴があった。








体験に反応する語【( ジェルが ) ぷにゅぷにゅして

















































測定会結果記録用紙内の自由記述 ( 感想欄 )に記
述のあった652名(回収率94.9% )を分析対象とし、
有効回答数 652 名 ( 有効回答率 100% ) であった。
それらをテキストマイニングソフト「Text Mining 
Studio 5.0」に入力し分かち書き処理し単語レベル
に分類した。文章数 1126 個、文節はのべ 6127 個
であった。








較において記述され、「測定」は、1 年生は 21 個、
2 年生 18 個、3 年生 6 個、測定結果への反応と、
次回への目標が記述された。
「上がる」という単語は 1 年生は 2 個、2 年生 29
個、3年生 26 個、「下がる」という単語は、1年生 0 個、
2 年生 27 個、3 年生 25 個と2、3 年生に多い特徴
があった。「食生活」と「気をつける」は、「食生活」
4■ 　 緒 方  智 美  他








































































6■ 　 緒 方  智 美  他
な活動を伴い、直接的な外的強化がなくても、模倣
反応の学習が成立し、同じ行動を習得する本研究
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